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の内容で構成されている。第 1，......， III章で，ニオイ受容機構の概要と細胞内 [Ca2 +l 濃度の測定方法を紹介する。第W章
では，ニオイ応答時の細胞内 Ca2 + 濃度上昇について述べ，第V章では，細胞レベルでのニオイ選択性と cAMP介在応、
答との類似性について，第羽章では，ニオイ誘起細胞内 Ca2 +濃度上昇への電位依存性Ca2 + チャネルと cAMP -gated 










本論文は 8章から成る。第 l 章は序章で研究の目的が述べられている。第 2章ではニオイ受容機構の概略と嘆覚研究
の現況が述べられている。第 3章では測定法について述べられている。嘆細胞ではニオイ刺激によって細胞内 Ca2 +濃
度が上昇することが分かっているが，これを定量的に計測するための実験系を確立したものである。特に嘆細胞を単離
し tissue -printing法で固定し， Fura -2 という蛍光色素を用いて細胞内の Ca2 +濃度を測定する方法の改良とその有
効性について述べられている。第4章ではニオイ応答時の細胞内 Ca2 +濃度の上昇について述べられ，電気生理学的な電
流記録との対応が示されている。第5章では大半の嘆細胞でニオイ応答と同様な Ca2 +上昇が forskolin 投与によって見
られることから cAMP の関与が示されているo 第 6章では Ca2 +上昇のメカニズ、ム解明の研究についてのべられている。
第 7章では種々の類似構造を持つニオイ分子を用いて刺激し嘆細胞を分類すると，それらが嘆上皮上に構造の類似性に
関連して分布していることを tissue -prin ting 法で示されている。最後の第 8章はまとめの章である。
以上のように，本論文は動物における嘆覚受容の分子機構の解明に大きな寄与をしたものであり，学位論文として価
値あるものと認める。
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